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　愛媛県は、前に述べたように新居浜を中心に銅の遺産
群が佐田岬半島までずっと続いています。また青石を
使ったいろいろな構造物が見事に残っています。石灰窯
を含め、愛媛には群として残っている遺産がたくさんあ
りますので、こういうものを軸にしながらストーリーづ
くりができると思います。そして枝葉には、先ほど述べ
た徒歩めぐり・自転車めぐりのルートや、博物館・お土
産物・食べ物屋などを入れ込んだシナリオができます。
明浜には蜜を付けて食べる芋団子が昔あったということ
ですが、地元と関係のある食べ物や名物・名産を含めて
考えると、一般の人にとっても魅力的な地域になると思
います。
　多少繰り返しになりますが、愛媛にとって一番大きな
起爆剤は、新居浜の別子銅山です。骨太の大きなストー
リーづくりができます。遺産が群としてまとまって残っ
ている地域で、しかも愛媛の地形まで説明できる。最近
話題になっているジオパークと絡めて説明できますので、
時代に即した形で展開できます。遺産的な建物を、やみ
くもに観光施設化するのは、個人的にはあまり賛同でき
ないのですが、それでも観光客が来ないと維持管理費用
は捻出できませんので、その辺はやむを得ないと腹をく
くっています。地域の活性化と遺産にとって一番よいの
は、本来の産業施設として使い続けていく産業観光であ
り、それが駄目なとき、次善の策として観光施設化を考
えたらよいのではないかと思います。
　産業遺産を利用した地域活性化にとって、これをすれ
ば必ず成功するというプロトタイプや手法はありません。
全国でそういったことを、関係者のみなさんは考えてい
るのですが、地域や人に即した形で頑張るしか策はない
と思います。チエを出し合い、工夫と試行錯誤を繰り返
す中から、地域固有の活動形態が生まれてくると思いま
す。愛媛にもそういった芽生えや活動している団体が
いっぱいありますので、みなさん頑張ってください。私
もできることは応援したいと思います。
　時間になりましたので、この辺で終わりたいと思いま
す。どうもありがとうございました。
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